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ご
存
じ
で
す
か

痛
み
が
あ
っ
て
も
、
つ
い
我
慢
し
て
し
ま
い
が
ち
な
歯
痛
。
夜
中
に
痛
み

だ
し
、
眠
れ
ぬ
夜
を
過
ご
し
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

子
ど
も
の
発
熱
は
急
な
こ
と
が
多
い
も
の
。
診
療
時
間
外
で
困
っ
た
こ
と

は
誰
し
も
が
経
験
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

市
で
は
、
松
戸
市
医
師
会
・
松
戸
歯
科
医
師
会
・
松
戸
市
薬
剤
師
会
の
協

力
で
、
夜
間
や
休
日
に
急
病
に
な
っ
た
と
き
、
診
療
で
き
る
救
急
医
療
体
制

を
整
え
て
い
ま
す
。

題
保
健
衛
生
課
昔
３
６
６
・
7
4
8
2

番

痛く なったらすぐ に治療を受けましょう。定 期検診も忘れずに

シ
ス
テ
ム

○
休
日
土
曜
日
夜
間

歯
科
診
療
所

登
３
６
５
・
3
4
3
0番

松

戸
市
休

日
土

曜
日

夜
間
歯

科
診

療
所

は
、

突
然

の
歯
痛

な
ど
患

者

の

応
急

処
置

を
行
う

た
め

、
松
戸

歯
科

医
師

会

・
松

戸
市

薬
剤

師
会

の
協
力

で

昭
和
5
2年

７
月

「
松

戸
市

休
日
歯

科
診

療
所
」

と
し

て

ス

タ
ー
ト
し
ま

し

た
。
現

在

は
、
土

曜
日

、
休
日

、
旧

盆

・
年
末
年

始

の
午
後

８
時

か
ら
Ｈ

時
ま

で
、

常
時
二

人

の
歯
科
医

師
で

診
療

を
行

っ
て

い
ま
す

。

○
夜
間
急
病
診
療
所

公
３
６
８
・
3
7
5
6番

松
戸
市
夜
間
急
病
診
療
所
は
、
市

民

が
安
心

し
て

暮
ら
せ

る

よ
う
松
戸

市
医
師
会
・
松
戸
心
薬
剤
師
会
の
協

力

で
昭
和
5
2
年
４

月

「
松
戸
市

休
日

夜

間
急

病
診
療
所

」
と

し
て

ス

タ
ー

ト
し

ま
し

た

。
現
在

は
、
毎
日

午

後

８

時
か
ら
1
1
時

ま
で
診

療
を
行

っ
て

い
ま
す

。

ス

タ
ッ

フ
は

、
医

師
二
人

（
内

科

系
・
外
科
系
各
二
人
）
、
看
護
婦
二
人
、

事

務
員

二
人

の
体
制

で
、
特

に
年

末

年

始
に

は
、内

科

系
医
師

・
看

護
婦
・

事

務
員

を
各

一
人
増
員

し
て

診
療

に

あ
た

っ
て

い
ま

す
。

○
歯
科
の
在
宅
当
直
医
制
度

市
で
は
、
平
成
７
年
度
よ
り
松
戸

歯
科
医
師
会
の
協
力
に
よ
り
年
末
年

始
等
（
昼
問
）
応
急
歯
科
在
宅
当
直

医

を

実
施
し

て

い
ま
す

。

年

末
年
始

に

は
二

施
設

、

ゴ

ー
ル

デ
ン

ウ
イ

ー
ク
と
旧

盆

は

一
施

設

の

体
制

で
、
市

内

の
歯
科

診
療
所

が
診

療
を
行

い
ま

す

。

こ
の
事
業
は
、
県
内
で
も
珍
し
く
、

衛
生

会
館

の
休
日

夜
間

歯
科

診
療
所

と

の
組
み

合
せ

に
よ
り

、
年

末
年

始

等

は
、
昼

を
夜

も
診
療

で

き
る
よ
う

に
な

り
、

歯
痛
で

我
慢

す

る
こ

と

が

な
く

な
り
ま

し

た
。

し

か
し

、
あ
く

ま
で

も
応

急
的

な

処
置

を
す

る
診
療

所
で

す

。
歯
痛

で

我
慢

で
き

な
く

な
る
前

に

、
か

か
り

っ
け

の
歯

科
医

に
か

か
る
よ

う

に
し

て
く

だ

さ

い
。

年
末
年
始
の
歯
科
診
療

○
昼
間
（
午
前
９
時
～
午
後
５
時
）

は
、
応
急
歯
科
在
宅
当
直
医
（
右
下

表
参
照
）
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

Ｏ
夜
間
（
午
後
８
時
～
1
1
時
）
は
、

休
日
土
曜
日
夜
間
歯
科
診
療
所
を
ご

利
用
ぐ
だ
さ
い
。

年
末
年
始
の
救
急
医
療
体
制

○

昼

問

（
午

前

９

時

～

午

後

５

時

）

は

、

在

宅

当

直

医

ま

た

は

待

機

病

院

を

ご

利

川

く

だ

さ

い

。

○
夜
間
は
、
夜
間
急
病
診
療
所
（
午

後
８
時
～
１
１
時
）
ま
た
は
待
機
病
院

（
午

後

５

時

～

午

前

９

時

）
を

ご

利

用

く

だ

さ

い

。

・

在

宅

当

直

医

と

待

機

病

院

は

、

当

日

の

テ

レ

ホ

ン

サ

ー

ビ

ス

（

昔

３

６

６

・
0
0
1
0

番

）
で

医

療

機

関

を

確

認

し

て

下

さ

い

。

歯科

国
保
松
戸
市
立
病
院

待
機

病
院

歯科

年末年始等昼
間応急歯科在
宅当直医

休日土曜日

夜間歯科
診療所

歯
科
医
か
ら
一
言

高
田
圭
祐

松
戸
歯
科
医
師
会
長

歯

の
痛
み

は
、
我

慢
し

て

は
だ
め

で
す
。
痛
く
な
り
始
め
た
ら
、
近
く

の
歯
科

診
療
所

に
行

く
よ

う
に

し
て

く

だ

さ

い
。

休
日

・
土

曜
日

の
夜
問

は

、
衛
生

会
館
の
二
階
で
歯
科
診
療
を
行
っ
て

い
ま
す

の
で

、
夜

、
歯

が
痛
み

だ
し

た
ら

、
す
ぐ

診
療
所

へ

来
所
し

て
く

だ
さ

い
。

応
急
歯
科
在
宅
当
直
医

1
2月
2
9日
月
～
１
月
３
日
出
の
午
前
９
時
か
ら

午
後
５

時
ま
で
、
左
記
の
と
お
り
応
急
歯
科
診
療

を
行
い
ま
す
。

な
お
、
受
診
す
る
際
は
、
あ
ら
か
じ
め
医
療
機

関
へ
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

診療日 診療所名 所 在 電話番号

12/29

(月)

コタニグリーン歯科 日暮1-12 一回 Q386-2ﾜ38 番

大谷口歯科クリニック 大谷口383-13 S3348-8841 番

12/30

㈹

宮嶋歯科医院 五香南1-14-5 S387ー0068番

-----‥--
あんびる歯科医院 馬橋105 S340-0144 番

12/31

冰）

後藤歯科 常盤平5-8-1 S384-7566 番

高野歯科 横須賀1-21-2 a341-2596番

１／１

竕

恩田歯科医院 中和倉120 S343-2325 番

長岡デンタルクリニツク新松戸3-255 S344-1391 番

1/ 2

窗

恩田歯科クリニック 常盤平5-25-11 S386-6482 番

小谷歯科医院 新松戸3-141 S345-2815 番

1/ 3

圉

大久保歯科医院 六実5-25-2 Q384-1982 番

半田歯科医院 小金16－5 S344-5280 番

○

終

了

間

際

は

電

話

を
し

て

か

ら

夜
間
急

病
診

療
所

や
休
日

土
曜
日

夜

問
歯
科

診
療
所

の
診

療
時

問
は
午

後
1
1
時
ま
で
で
す
。
終
了
問
際
に
急

な
発

熱

、
歯
痛

な
ど
で

来
ら

れ
る
人

は
前

も
っ
て
電
話

を
し
て

く
だ
さ

い
。

夜
間
急
病
診
療
所

昔
３
６
８

・
3
7
5
6

番

休
日
土
曜
日
夜
間
歯
科
診
療
所

ａ
３
６
５

・
3
4
3
0

番

人口と世帯　12月1日現在

※受付時間…午前9時～午後4時30分

夜

間
急

病

診

療
所
・
休
日

土

曜

日

夜

間

歯
科

診

療

所

（
衛

生

会

館
内

）

竹
ヶ
花
四

五
の
五
三

人口461,155 人

男233,986 人

女227,169 人

世帯175.359 世帯

急
病
救
急

｜

医療

市民

在宅
当 直医

夜間

急病

診療

所
年末年始

主な内容

まつどフ ァミリ ーサポートセン ター

提 供 会 員 募 集

松戸 市 健 康 福 祉 会 館 の 愛 称 募 集

有 料 駐 輪 場

距離制限 廃止と 使用料引き下 げ

年 末年 始 市 の 施 設 の 休 み
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あ
な
た
の
子
育
て
を
応
援
し
ま
す

ま
つ
ど
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト

ー
セ
ン
タ
ー

《

提

供

会

員

募

集

｝

育
児

の
援
助

を
受

け
た

い
人

（
利
用

会
貝
）

と
育

児
の
援

助

を
行

い
た

い
人

（
提
供
会

員
）

と
の
相

互
援

助
活

動
に

よ

る
会
員

組
織

「
ま
っ

ど
フ

ァ
ミ
リ

ー
・
サ

ポ
ー
ト

ー
セ
ン

タ

ー
」

が
1
0月
１

日

か
ら
活
動

を
開

始
し

、
多
く

の
市

民

が
利

用

し
て

い
ま

す
。

提

供

会

員

を

募

集

し

ま

す

あ

な

た

も

（

子

育

て

サ

ポ

ー

タ

ー

》

地
域

の
よ

り
身
近

な
人
同

士
で

、
お
子

さ

ん
を
預

け
た

り

預

か

っ
た
り

が
で

き
る
よ

う
、
提

供
会

員
を

募
集
し

ま
す

。

提
供

会
員

は
、
育

児
援
助

活
動

に
理
解

と
熱

意

が
あ
り

健

康

な
市

内
在

住
の
人

な
ら

、
特
に
資

格

は
必
要

あ
り
ま

せ

ん
。

入
会

に
際
し

、
活

動
に

必
要

な
知
識

や
技

術
を
身

に
付

け

る
た
め
に
、
下
記
日
程
で
研
修
会
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
す
。

※
利
用

会
員

に
つ

い
て
は

、
入
会

説
明
会

を
毎

月
第

三
火

曜

日

の
午
後
二

時

か
ら
女

性
セ

ン

タ
ー

ゆ
う
ま

つ
ど

（
本

町

一
四
の
一
０
）
で
開
催
し
て
い
ま
す
。

軍

直
接

ま
た

は
電
話

で
ま

つ
ど
7

ァ
ミ

リ

ー
・
サ

ポ

ー
ト

ーセ

ン

タ
ー

容
Ｊ
・
2
9
4
1

番
（
月

曜
日

か
ら
土

曜
口

の
午
前

９

時
～

午
後
５

時
）
へ

一
種 別 日時および会場

入会説明 会

1/180日）9:30～11:30　女性センターゆうまつど

1/21 ≪　9:30 ～11:30　 常盤平市民センター

1/22 沐）9:30 ～11:30　 小金原市民センター

※3回のうち都合のよい回（1回）に参加してください

基礎研修会お

よび交流会

1/24 圉　9:30 ～17:00　 女性センターゆうまつど

1/27 ㈹　9:30～17:00　 常盤平市民センター

1/28 冰）9:30 ～17:00　 新松戸市民センタ一

※3回のうち都合のよい回（1回）に参加してく ださい

事 例研究会

1/30 銜　9:30～ 牡30　 女性センターゆうまつど

1/31 圉　9:30 ～11:30　 常盤平市民センター

※2回のうち都合のよい回（1回）に参加してください

第
二
回
提
供
会
員
研
修
会

地域で人の役に立ちたいと考えている人の参加をお待ちしています

所
得
税
の
確
定
申
告
書
は
、
本

人

（
ま
た

は
本

人
か
ら

依
頼

さ
れ

た
税

理
士

）

が
作
成

し
、

提
出
す

る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

特
に

、
医
療

費
控

除

や
住

宅
取

得
等

特

別
控

除

等

を
受

け

る
サ

ラ
リ

ー
マ
ン

の

た

め
に

、
記
載

が
簡
単

な
確
定

申
告
書
「
給
与

所

得
者

の
還
付

申

告
用

」

が
用

意

さ

れ
て

い
ま

す

の

で
、

ぜ
ひ

自

分

で
確
定

申

告

書
を

作

成
し

て
み

て
く

だ
さ

い
。税

務
署

で
は
、

確
定
申

告

書
の

所
・
氏
名
・
扶
養

控
除
・
所

得
金

額

欄
な

ど
、
あ

ら

か
じ
め
分

か

る
と

こ

ろ
は
記
入

の
う
え

、

お

い
で
く

だ

さ

い
。

な

お
、
３

月

に
入

る
と
署
内

が

もうすぐ 確定申 告です

確定申告の作成はご自身で

提出は郵送もできます

大
変

混

み

合

い
ま

す

の
で

、

早

い
時

期
に

お

い
で

く
だ

さ

い
。

※
サ

ラ
リ

ー
マ
ン

の

還
付
申

告
は

２
月
1
5
日
以

前

で

も
受
け

付
け

て

い
ま
す

。

※
す

べ
て
記

載

で

き

た
人

は
、
郵

送

で

の
提

出
を

お
願

い
し
ま

す
。

※
確
定
申
告
用
プ

レ
ハ
ブ
設
置
の

た

め

、
1
2月

か

記
入
方
法
な
ど
に
つ
い
て
疑
問
の

あ
る
人
の
た
め
に
、
書
き
方
の
ア

ド
バ
イ
ス
を
行

っ
て

い
ま
す
。

税
務
署
で
申
告
書
を
記
入
す
る

人
は
、
確
定
申
告
書
用
紙
の
住

寄
付
を
あ
り
が
と
う

（
平
成
９
年
４
月
１
日
～
９
年
９
月
3
0日
受
け
付
け
分
）

多
く
の
方
か
ら
貴
重
な
寄
付
を

い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

皆
様
の
ご
厚
意
は
、
趣
旨
に
沿

っ
て
大
切
に
使
わ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

福

祉

関

係

へ

倉
田

忠
蔵

、
松

戸

ケ
ー

ブ
ル
テ

レ

ビ

㈱
、
松

戸
中

央
ロ

ー

タ
リ

ー

ク
ラ

ブ
、
松

戸

建
築
事

務
所

協

会
、

セ
イ
コ

ー
電

子
工

業
労

働
組
合

共

済
部
、
セ
イ
コ
ー
電
子
工
業
㈱
高
塚

事
業
所
、
芸
能
親
交
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー

の
会
、
明
治
神
宮
崇
敬
会
、
丸
山
冨

司
雄
、
徳
田
澄
子
、
深
野
弓
了

、
太

陽
ハ
ウ
ス
㈱
、
新
松
戸
福
音
自
由
教

会
、
松
原
一
彦
、
マ
ザ
ー
ズ
・
フ
リ

マ
、
巾
茎
政
雄
、
川
井
光
之
、
千
葉

西
総
合
病
院
職
貝
一
同
、
陣
ヶ
前
寿

会
、
エ
ー
・
エ
ル
・
テ
イ
産
業
㈱
、

鈴
木
明
、
助
日
本
公
衆
電
話
会
、
千

葉
県
旅
行
業
協
会
、
小
板
橋
和
治
、

Ｄ
Ａ
Ｄ
Ａ
、
社
団
法
人
ジ
ャ
パ
ン
ケ

ン
ネ
ル
ク
ラ
ブ
、
大
橋
子
ど
も
会
育

成
会
、
ノ
ー
ブ
ル

ー
グ
ル
ー
プ
、
千

葉
興
業
銀
行
馬
橋
支
店
、
松
戸
市
観

光
梨
園
組
合
連
合
会
、
松
戸
市
梨
研

究
会
、
中
山
治
朗
、
さ
っ
き
ま
つ
り

実
行
委
員
会
、
祐
成
智
美
、
松
戸
市

農
業
協
同
組
合
、
千
葉
県
理
容
環
境

衛
生
同
業
組
合
松
戸
支
部
、
松
戸
新

田
仲
井
町
商
店
会
、
松
戸
ハ
ー
モ
ニ

カ
ア
ミ
ー
ゴ
、
サ
ン
ロ
ー
ド
㈱
、
竹

澤
美
久
、
星
幸
会
、
鈴
木
吉
次
、
石

亀
喜
久
代
、
小
山
ガ
ー
デ
ン
㈱
、
上

垣
健
二
郎
、
土
山
謙
治
、

ダ
ン
ス
サ

ウ
ン
ズ
、
千
葉
県
中
小
企
業
家
同
友

会

教
育
関
係
へ

上
原
清
善
賄
千
葉
県
ト
ラ
ッ
ク

協
会
、
マ
ブ
チ
モ
ー
タ
ー
㈱
、
黄
色

文
化
ホ
ー
ル
ギ
ャ
ラ
リ
ー

文化ホールギャラリーの

使用受付

1月６日附午前10 時　会場文化ホール講座

室　使用期間3月31 日（洵～6月28 日口　 持

ち物使用料・社会教育関係団体登録証（該

当団体のみ）

鵄文化ホール（松戸1307 ー1松戸ビルヂン

グ4階) S367-7 引O 番

い
帽
子
の
会
、
安
田
博
、
河
合
重

子
、
市
立
松
戸
高
校
を
甲
子
園
に

送
る
会
、
服
部
静
子
、
松
戸
カ
ッ

パ
友
の
会

そ
の
他

ど
ん
ぐ

り

の
会
、
松

戸

テ
ク
ノ

プ
ラ
ザ

、
船
橋

邦
子

、
大
倉

邦

夫
、

松

戸
ユ

ー
カ
リ

ラ
イ

オ
ン

ズ
ク
ラ

ブ

、
松

戸
北

ロ

ー
タ
リ

ー
ク

ラ
ブ
、

三
山
義
之
、
東
京
電
力
松
戸
営
業

所

、
医

療

法
人

社
団
と

き

わ
会
常

盤
平

中
央

病
院

、
松

戸
南

ラ
イ
オ

ン
ズ
ク
ラ
ブ
、
Ｗ
ｉ
ｔ
ｈ
松
戸
店
、

荒
木

筆
義

〔
敬
称

略
ご

順
不
同

〕

亶

総
務

部
総
務

課

償

却

資

産

（
固

定

資

産

税

）

の

申

告

は

、

２

月

２

日

商

ま

で

に

申
告
を
必
要
と
す
る
人
平
成
1
0
年

１
月
１
日
現
在
、
市
内
に
事
業
用
の

償
却
資
産
（
市
内
の
他
の
事
業
所
に

貸
し
付

け
て

い
る
も

の
を

含
む

）
を

所

有
し

て

い
る
個
人

・
法

人
で

、
業

種
は
問

い
ま

せ
ん
　

償
却
資
産

の
内

容
土
地

お
よ

び
家
屋
以

外

の
事
業

の

た
め

に
使
う

こ
と

の
で

き
る
資

産
で

次

の
も
の

が
該
当

①
構

築
物

（
構
内

舗
装
・
広
告
設
備
・
塀
な
ど
）
②
機

械

・
装
置

（
原
動

機

・
丁

作

・
土
木

・
物

品
加
工

な
ど

の
各
種

機
械

装
置

な
ど
）
㈲
船
舶
（
ボ
ー
ト
・
釣
り
船

な

ど
匸

①
航

空
機

（
飛
行

機

・
ヘ
リ

コ

プ
タ

ー
な
ど
）

⑤
車

両

・
運

搬
車

（
動
力
運
搬
車
・
人
型
特
殊
自
動
車

な
ど
）
⑥
工

具

・
器
具
・
備
品
（
机

・

ロ

ッ
カ

ー
・
シ

ョ

ー
ケ
ー
ス

・
応
接

セ
ッ
ト
・
パ
ソ
コ
ン
・
ワ
ー
プ
ロ
な

ど
）
　
申
告
期
限
法
定
申
告
期
限
は

２
月

２
日

丱
で

す

が
、
事
務

処
理

の

都
合
上
、
１
月
2
0
日
肉
ま
で
に
資
産

税
課

税
課

へ
由
に告
し
て

く
だ

さ

い
。

な

お
、
正

当
な

事
由

が
な
く
申

告
し

な
か
っ
た
り
、
虚
偽
の
申
告
を
し
た

場

合
は

、
過
料

等
を
科

さ
れ

た
り
、

不

利
益

な
扱

い
を
受
け

る
こ

と

が
あ

り

ま
す

の
で

ご
注
意

く
だ
さ

い
。

鞣

資
産

税
課
税

課
償

却
資

産
係

材

松

戸

市

国

際

交

流

協

会

臨

時

職

員

を

募

集

内

容
事

務
お
よ

び
交

流
事
業
　

対

象
外

岡
語

が
堪
能

な
人

（
国

籍
は
問

い
ま
せ

ん
）

※
委

細
㈲
談

軍
１

月
!
4
日

水
ま
で

に
、
履

歴
書

を

直

接
ま

た
は
郵

送
で

Ｉ７
劉
松

戸
市
根

本
三
八
七
の
五
松
戸
市
役
所
内
洋
松

戸

市
国

際
交
流

協

会
（
新

館
五

階
）
へ

「
犬

の
ふ

ん
」

納

期

内
納

付

に

ご

協

力

を

１
月
５
日
丱
は
市
県
民
税

（
第
四

期
）
の
納
期
限
で
す
。
納
め
忘
れ
の

な

い
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。

圃
収
納
課
管
理
係

父

子

家

庭

の

皆

さ

ん

へ

児

童

養

護

費

を

助

成

し

ま

す

対
象

婚
姻

解

消

・
死

亡

・
生
死
不

明
等
の
た
め
、
母
に
養
育
さ
れ
て
い

な

い
十
八
歳
以

下

の
児
童

を
養

育
し

て

い
る
父

が
出
張

・
病
気

・
入

院

な

ど

の
事

情
で

一
時

的
に
児

童

の
養
育

・
世

話
を
家

政
婦

な
ど

に
委
託

し
報

酬
を

支
払

っ
た
場

合

（
義

務
教

育
終

了
前

の
児

童
が
一
人
以
上

い
る
こ

と
。

所
得
制
限
あ
り
）
助
成
ニ
数
一
ヵ
月

五
日
以
内
　
助
成
額
一
日
七
千
三
百

六
十
円
一
時
間
九
百
二
十
円
）
を
限

度
　
必
要
書
類
費
用
の
明
細
書
（
領

収
書

）
　・
所

得
証
明

書

・
そ

の
他
必

要
書

類

圃

援
護
課

援
護

係

新

松

戸

南

公

園

整

備

工

事

の

お

知

ら

せ

２
月
１
日
㈲
～
３
月
3
1
日
大
の
問
、

新
松

戸
南
公

園
南

側

広
場

は
排
水

お

よ

び
凹
凸

の
改
善

等
工

事

の
た

め
使

用
で

き

な
く

な
り

ま

す
。

ご
協
力

を

お
願

い
し

ま
す

。

甕

緑
地

管
理

課
管
理

係

迷
惑
防

止
は
飼
い
主
の

責
任
で
す
１
・

公

園
や

道
路
に
放

置
さ
れ
た
犬
の
ふ
ん

は
大
変
迷

惑
で
す

。

飼
い
主

が
必
ず
始
末
し

ま
し
よ
う

。

巖
環
境
管
理

課
環
境
衛
生
係

訌 釧

ａＵパ川ﾙ

］ 丿

勹 て
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松
戸
市
健
康
福
祉
会
館
の

愛
称
を
募
集

市

民

の
健
康
と

福
祉

の
連
携

を
強

化

す

る
活
動

拠
点
「
健
康
福

祉
会

館
」

が
1
0年

４
月

、
五

香
西
二

丁
目

七

の

一
に

オ

ー
プ
ン
し

ま
す

。

こ

の
会

館
は

、
地

域
住

民

へ
の
総

合
的

な
保

健
サ

ー
ビ
ス

の
提

供
や
自

主
的

な
健

康
づ
く
り

の
活

動

拠
点
と

な

る
「
常

盤
平

保

健
セ

ン

タ
ー
」
、
心

身

の
発

達

に
不

安
の
あ

る
子

ど
も
と

そ

の
家

族

へ
の
総

合
的

な
援
助

を
行

う

「
子

ど

も
発
達

セ
ン

タ

ー
」
、
心
身

に
障
害

を

持

っ
た
市

民

が
自

立
し
た

社
会

生
活

を
送

れ
る
よ

う
に

支
援
す

る
た

め

の
「
障
害

者

福
祉

セ
ン

タ
ー
」

の
三

つ

の
セ
ン

タ
ー

が
入

っ
た

施
設

で
す

。
「
す
べ
て
の
人
が
さ
ま
ざ
ま
な
可

能
性

を
発

揮
し

、
す

べ
て

の
人

の
成

長

・
発
達

を
主
体

的

に
支
え

合
う
こ

と

の
で
き

る
、

す
べ
て

の
人

の
た

め

の
地

域
社

会
の
実

現
」

を
基

本
的

な

川井敏久

私の選んだ松戸の10大ニュース

理
念
と
す
る
会
館

の
愛
称
を
募
集
し

ま
す
。
親
し
ま
れ
る
愛
称
を
付
け
て

く
だ
さ
い
。

応

募

要

領

対
象
市
内
に
在
住
こ
在
勤
・
在
学

の
人
　
応
募
方
法
１
月
1
4
日
伽
〔
消

印
有
効
〕
ま
で
に
、
必
要
事
項
（
ハ
ガ

キ
記

入
要

領
を

参
照

）
を
記

入
し

て

賞
入

選

・
準

人
選

各

一
人

（
複

数
入

選

の
場
合

は
抽

選
）

※
入

選
者

に
は

、
記

念
品
と

感

謝
状

を
贈
呈

し
ま

す

。

※
ひ
と
り

何
点

で
も

応
募

で
き
ま

す

（
ハ
ガ
キ
一
枚
に
一
件
）
。

※
広
報
ま
つ
ど
９
月
2
5
日
号
で
三
つ

の
セ

ン

タ
ー
の
事
業

内

容
を

紹
介

し
ま
し

た

が
、
詳

細

は
お
問

い
合

わ
せ
く

だ

さ

い
。

羇
障

害
福

祉
セ

ン

タ
ー
開
設

室

莇

・

9
1
2
1

番

早
い
も
の
で
、
今
年
も
残
り
わ

ず

か

と
な

り
ま

し

た

。

今
年

は

ペ
ル

ー
の
日

本

大

使
公

邸
人
質
事
件
、
神
戸
市
の
中
学
生

に

よ

る
小

学
生

殺
人

事
件

、
銀
行
・

証

券
会

社

の

倒
産

・
破
た

ん

な

ど

暗

い
ニ
ュ

ー
ス

が
多

い
年

で
し

た
。

来

年
こ

そ

は
良

い
年

で
あ

っ
て

は
女性問題全国都市会議であいさ つする市長

ハ

ガ
キ
記
入
要

領

し

い
と
願

っ
て
お
り

ま
す

。

幸

い
本
市

に

お

い
て

は

、
大

き

な
事

件

・
事
故

も

な
く

新

年

を
迎

え

ら

れ
る

こ
と

が
で

き
、

ホ

ッ
と

し
て

い
る

と
こ

ろ

で
す

。

こ

の
一

年
を

振

り
返

り

、
思

い

つ

く
ま

ま

私

な
り

に
松

戸

の
1
0
大

ニ
ュ

ー
ス

を
選

ん

で
み

ま

し

た
。

○
松
戸
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ン
を

開
設

○

大
谷

口

歴

史
公

園

が

オ

ー

プ
ン
○
平

木

理

化

さ

ん

が
全

仏

オ

ー
プ

ン
テ

ニ

ス
（
混

合

ダ
ブ

ル

ス
）

で

優
勝

○

柳
原

排

水
機

場

が
完

成

○
市
立
病
院
と
ハ
ル
ビ
ン
医
科
大

学

第

一
臨

床
医

学

院

が

「
医

学

友

好

交
流

に

関
す

る

協
議

書
」

を
再

調
印

○

ま

つ
ど

フ

ァ
ミ

リ

ー

・
サ

ポ
ー
ト

ー
セ

ン

タ
ー

が
活
動

開
始

○
女

性

消

防
団

員

が

誕
生

○
ネ

ア

ン

デ
ル

タ
ー
ル

人

の
復

活

展

が
開

老人保健法による医療受給者証の交付を

受けている人（原則７０歳以上）で、有効

期間が平成10 年1 月31 日で満了となる人

には、新しい健康手帳と医療受給者証を1

月下旬に発送します。

旧医療受給者証は、２月２日以降、老人

保健課または、各支所にお返しください。

懇老人保健課

老人保健の

医療受給者証が

更新になります

催

○

女

性
問

題
全

国

都
市

会

議

が

開
催

○
松

戸
市

基

本
構

想

の

制
定

の
十
点
で
す
。

人

谷

口
歴

史
公

園

の
開

園

は

、

文

化

と
歴

史

の
回

廊

づ
く

り

に
よ

る
、

ふ

る

さ
と
松

戸

の
創

生

を

め

ざ
す

私

に
と

っ
て

、

感
慨

深

い
も

の
で

し

た
。

こ

れ
か

ら
も

貴

重

な

緑
を

保
全

す

る
よ

う
努

力

し

て

い

き
た

い
と
考
え

て

い
ま
す

。

ま

た

、
松

戸
市

在

住

の
平
木

理

化

さ

ん
の
全
仏

オ
ー

プ
ン
優
勝

は
、

テ
ニ
ス
世
界
四
人
人
会
で
の
日
本

の
優
勝
と
し
て
は
ニ
十
二
年
ぶ
り

と
い
う
快
挙
で
し
た
。
世
界
の
舞

台
で

の
活

躍

と

い
う

こ
と

で
印

象

に
残

っ

て

い
ま
す

。

1
1月

に
女

性
問

題
全

国

都
市

会

議

が
森

の
ホ

ー
ル
2
1
で
開

催

さ

れ

ま
し
た
。
全
国
六
十
八
市
の
女
性

今
回

、
更
新

の
対

象
で

な

い
人

も

有
効
期
間
が
終
了
次
第
、
順
次
新
様

式

の
医

療
受
給

者
証

に
切

り
替
え

て

い
き
ま

す

。
そ
れ
ま

で

の
期
問

は
、

現

在
持

っ
て

い

る
医

療
受

給
者
証

を

お

使

い
く

だ
さ

い
。

な
お

、
新
し

い
医

療
受

給
者

証
は

今

年
４

月

の
様

式

変
更

に
よ
り

、
有

効
期
間
の
記
載
か
な
く
な
り
ま
し
た
。

今

後

は
更
新

が
あ
り

ま
せ

ん

の
で
、

大

切
に

お
使

い
く

だ
さ

い
。

※
更
新
該
当
者
で
届
か
な
い
場
合
は
。

老
人

保

健
課
ま
で

ご
連
絡
ぐ

だ

さ

い
。

こ

ん

な

費

用

も
支

給

対

象

次
の
よ
う
な
場
合
も
、
医
療
費
支

給
の
対
象
に
な
り
ま
す
の
で
、
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。

①
や
む
を
得
な
い
事
情
で
、
医
療
受

給
者
証
な
ど
を
持
た
ず
に
受
診
し
た

場
合
の
治
療
費

②
コ
ル
セ
ッ
ト
な
ど
の
治
療
用
装
具

代⑤
あ
ん
ま
・
マ
ッ
サ
ー
ジ
・
は
り
・

き

ゅ
う
の
施
術
費

①
移
送
費
用

政
策
に
携
わ
る
行
政
担
当
者
と
市

民

の
立
場
か
ら
こ
れ
を
推
進
す

る

懇
話
会
委
貝
な
ど
が
一
堂
に
会
し

て
、
女
性
問
題
解
決
の
た
め
の
施

策
の
研

究
・
討
議
が
二
日
間
に
わ

た
り
行

わ
れ
ま
し
た
。
女
性
問
題

へ
の
さ
ら
な
る
理
解
を
願

っ
て
い

る
と
こ

ろ
で
す
。

さ
て
、
1
2月

に
は
2
1世
紀
の
新

た
な
ま
ち

づ
く
り
を
め
ざ
し
た
、

松
戸
市
基
木
構
想
が
議
会

の
議
決

を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
後
、
基

本
構
想
に
基
づ
い
た
基
本
計
画

・

実
施
計
画
を
策
定
し
、
来
年
の
４

月
、
同

時
に
ス
タ
ー
ト
す

る
予
定

で
す
。
こ
れ
ら
の
計
画
を
着
実
に

実
行
し
て

い
く
こ
と
が
最
も
重
要

な
こ
と
と
考
え

て
い
ま
す

。
皆
さ

ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い

い
た
し
ま
す
。

⑤
生
血
費
用
　
　
　
　
　
　
　
　
　

二

※
②
工

今
は
医
師
が
認
め
た
場
合
に

Ｉ

限
り
吋
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
ご

健

康
保

険
証

が

変

わ

っ

た

ら

老
人
医
療
対
象
者
が
加
人
し
て
い

る
健
康
保
険
証
の
種
類
や
内
容
が
変

わ
っ
た
と
き
は
、
必
ず
届
け
出
を
し

て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
診
療
を
受
け
て
い
る
医
療

機
関
に
も
新
し
い
健
康
保
険
証
を
持

参
し
、
そ
の
旨
を
申
し
出
て
く
だ
さ

い
。

転

出

す

る

と
き
　
　
　
　
　
　

‐‐

市
外
へ
転
出
す

る
と
き
は
、
医
療

・

受
給
者
証
を
返
還
し
、
転
入
先
で
手

・

続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。
　
　
　
　

し

市
民
の
皆
さ
ん
に
と
っ
て
、
間

も
な
く
や
っ
て
く
る
新
年
が
良

い

年
で
あ
り
ま
す
よ
う
、
心
か
ら
お

祈
り

い
た
し
ま
す
。

年
の
瀬

腕
組
ん
で
を
り

市
長
室

市
民
の
皆
さ
ん
の
声
を
直
接

お
聞
き
す
る
た
め
、
市
長
室
直

通
の
フ
ァ
ク
ス
を
設
置
し
て
い

ま
す
。
市
政
に
関
し
て
感
じ
て

い
る
こ
と
や
建
設
的
な
ご
意
見

を
お
寄
せ
く
だ
さ

い
（
Ｈ
月
末

現
在
四
百
二
十
件
受
信
）
。

Ｆ
Ａ
χ

鰯
・
2
3
0
1

番

あ
な
た
の
健
療

小
児
期
・
思
春
期
の
帯
下

帯

下

（
た

い
げ
）
と

は
、
女

性

の
生

殖
器

か
ら

の
分
泌

物
や
漏

出

液
を
さ
し
て
言
い
い
ま
す
。
こ
れ
ら

が
増
加

し

、
不

快
感
を

も
た
ら

す

程
度

に
な

る
こ
と

が
あ
り

ま
す

。

一
般

に
、

お
り
も

の
あ

る

い
は
こ

し
け

な
ど

と
も

い
わ

れ
て

い
て

、

病

的
な
も

の
と
生

理
的

な
も

の
が

あ
り

ま
す

。
正

常

で
も

あ
る
程

度

の
分

泌

が
認
め
ら

れ
、
膣
（
ち
つ

）

内
お

よ

び
膣
入
口

部
は
湿

潤

に
保

た

れ
て

い
ま
す

。

思

春
期
以
後
の
腔
内
は
酸
性
に

十

～
十

六
歳

ほ
ど
に

な
り
初

経

が
近

づ
く

と
、
急

激
に
卵

巣

か
ら

エ

ス
ト
ロ

ゲ
ン
と

い
う

ホ
ル

モ
ン

の
分

泌

が
増
加
し

、
自

然
に

膣
は

清

潔
に
保

た
れ

る
よ
う

な
自
浄

作

用

が
強
化

さ
れ

、
病
原

菌
の

膣
内

進
入

を
阻

む
こ
と

に
な

り
ま

す
。

膣
内

は
乳
酸

の
発
生

で
Ｐ
Ｈ

が

４
～
５
ぐ
ら

い
の
酸

性
に
保
た
れ
、

膣
乳
酸
桿
（
か
ん
）
菌
（
デ
ー
デ

ル

ラ
イ
ン

桿
菌
）
が
発
育
し

ま
す

。

こ

の

デ
ー

デ
ル

ラ
イ
ン

桿
菌

は
、

膣
内

を
酸

性
に
す

る
働

き
を
し

て

い
ま
す
。
多
く
の
細
菌
の
繁
殖
に

適
し

た
Ｐ

Ｈ
は
７

前
後

の
中
性

で

す

か
ら
、

こ
の

よ
う
な

酸
性

の
環

境
下

で

は
、
病
原

菌

の
発

生

は
阻

止

さ
れ

る
こ
と

に
な
り

ま
す

。

小

児

期

の

膣
内

は

中

性

に

小

児
期

で
は
卵

巣
か

ら

の
ホ
ル

モ

ン
作
用

が
な
く

、
膣
内

の
Ｐ
Ｈ

は
６

・
５

～
７

・
５
と

中
性

で
、

デ
ー

デ
ル

ラ
イ

ン
桿
菌

は
発
育

し

ま
せ

ん

。
こ

の
よ
う

な
環

境
で

は
、

膣
の
自
浄
作
用
は
十
分
働
か
ず
。

い
っ
た
ん
細
菌
に
侵
さ
れ
る
と
炎

症
を
起
こ
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

し
か
し
、
通
常
、
小
児
で
は
膣
の

損
傷
や
細
菌
の
積
極
的
な
侵
入
の

機
会

が
な
い
の
で
、
帯
下
を
も
た

ら
す
膣
内
病
変
の
発
現
は
あ
ま
り

あ
り
ま
せ
ん
。

小
児
期

・
思
春
期
の
外

陰
炎

・

膣
炎性

行
為

感

染
症

の
炎
症

は
、
今

回
考
慮
の
外
と
し
ま
す
。
従
っ
て

一
般
的

な
化
膿

（
の
う
）

菌
に

よ

る
単
純

性
の
炎

症

が
主
に

な
り
ま

す
。炎

症

は
小
児

で

は
外

陰

部
を
不

潔
に
し

て

い
た
り

、
下
着

に
よ

る

刺

激
に

気
付

か
な
か

っ
た

り
し
て

誘

発

さ
れ
ま

す
。
思

春
期

で
は

、

膣
の
自

浄
作
用

が
生

じ

る
た
め

、

単
純
性

外
陰
炎

・
膣

炎

の
発
症

は

少

な
く

な
り
ま

す

。
し
か
し

、
月

経
の
不

適
切

な
処
理

で
起

こ

る
こ

と

が
あ

り
、
特

に

タ
ン

ポ
ン
を
使

用

す

る
場
合

は
、
使

用
法

の
指
導

が
肝
要

で
す

。
歩
行

時

や
排
尿
時

な
ど
に

か

ゆ
み

・
痛

み

が
あ

る
場

合
に

は
、
早

め
に
医

師
に

相
談
し

ま

し
ょ

う
。

【
松
戸
市
医
師
会

市長室発



駐輪場が利 用しやすく なります

広報まつど1997年(平成９年)12月25日

12月定例市議会において、松戸市自転車駐車場条例の一部

改正が可決されました。

改正点は有料駐輪場の距離制限の廃止と定期使用料改定

(引き下げ) で、施行時期・改正内容は次のとおりです。

厘安全課安全係

距

離

制

限

の

廃

止

平

成
1
0
年
１

月
１
日

か

ら
有

料
駐

輪
場
利
用
者
の
距
離
制
限
を
廃
止
し

ま

す
。
以

前

は
八
百

メ

ー
ト
ル
圏

内

の
人
は
申

し
込

む
こ

と
は

で

き
ま
せ

ん
で
し

た

が
、
今
後

は
、

だ

れ
で
も

申

し
込

む
こ
と

が
で

き
ま

す
。

距

離

制
限

は
、
条

例
を

制
定

す

る

際
、
駅

周
辺

へ

の
自

転
車

利
用

が
供

給

を
上

回

っ
て

い
た

た

め
、
利

用
対

象

者
を

制
限
せ

ざ

る
を
得

な

い
こ
と

か
ら
制

度
化

し
た

も
の
で

す

。

し

か
し
、

身
体

的
弱

者
へ

の
配
慮

や
防
犯

対
策

に
適

さ
な

い
も

の

が
あ

る
こ
と
か
ら
距
離
制
限
を
廃
止
し
ま

ま
し

た
。

※
平

成
９
年

度

（
平

成
1
0
年

３
月
3
1

日

ま
で

の
許

可
）
の
随

時

募
集
受

け
付

け
期

限

は
、
平

成
1
0
年
２

月

駐輪場を利用し ている人へ

年 末 年 始 は 有 料 駐 輪 場 の 管 理 業 務 を 休 み ま す

年末年始（12 月31 日～1 月３日）の間、有料自転車駐輪場の管理業

務を休みます。そのため、定期使用シールの券売機の取り扱い等はで

きませんのでご注意＜ださい（駐輪場の利用はできます）。

なあ 、1月分の定期使用シールの発売は 、平成10 年1月10 日倒まで

延長します。

※地下式駐輪場（松戸駅西口公園下 りﾋ 松戸駅西口）については 、通

常通り管理を行います。

車の流れよく するため、道路と鉄道を立体化して道路混雑の解

消に取り組みます（立体交差完成予想図）

松 戸 都 市 計 画 道 路 稔 台 六 実 線 （県 道 松 戸 鎌 ヶ 谷 線 ）

は 、 国 道６号 と 県 道 船 橋 我 孫 子 線を 結 ぶ 交 通 量 の多 い

幹 線 道 路 で す 。 交 差 す る 新 京 成 線 の 五 香駅 付 近 の 踏 切

は、I日約４時間も交通が遮断するため、交通渋滞を

引 き 起 こ し 、 深 刻 な 問 題 に な って い ま す。

千 葉県 で は 、 松 戸 市 と 鉄 道 会 社 と 協 力 し な が ら 、 立

体 交 差 の 事 業 計 画 を 進 め て き ま し た が 、 来 年1 月 か ら

本 工 事 に着 手 し ま す 。 完 成 は平 成12 年 度 の 予 定 で す 。

な お 、 周 辺 地 区 の 皆 さ ん には 、 事業 内 容 を 紹 介 す る

「ま ち づ く り ス テ ー シ ョン 」 を 、 平 成10 年1 月 に 松 戸

市 五 香 西1 丁 目（産 業 道 路 入 口 交 差 点 付 近 ） に 設 け ま

すの で ご 利 用 く だ さ い 。

固千葉県東葛飾都市計画事務所昔０４７1－６７ー1２０1

野

鳥

観

察
会
（
船
橋

海

浜

公

園

）

１
月
1
8
日
㈲
午
前
８
時
松
戸
駅
東

ロ

デ
ッ
キ
上
集
合
、
午
後
Ｏ
時
3
0分

現
地
解
散
（
雨
天
中

也
　

内
容
人

工
干
潟
と
海
に
集
ま
る
冬
鳥
　
持
ち

物
筆
記
具
・
観
察
用
具
・
昼
食
な
ど

費
用
無
料
（
交
通
費
実
費
）

麿
顯
ま
つ
ど
街
と
水
辺
の
緑
化
基
金

公
猖
・
9
8
4
6

番

教

育

委

員

会

会

議

を

開

催

１

月
９
日

金
午

後
３

時
3
0分

か
ら

会
場

京
葉

ガ
ス
Ｆ
松

戸

ビ
ル
五

階
会

議

室
※
議

案
に

つ

い
て

は
お

問

い
合
わ
せ

く
だ

さ

い
。

岡

教
育

委
員
会
企

画
調

整
室

容
3
6
6・

7
4
5
5

番

五
香
駅
付
近
の
渋
滞
緩
和
に
向
け
て

一
月
か
ら
踏
切
立
体
交
差
本
工
事
に
着
手
し
ま
す

元気に泳ぐカルガモ親子

2
0日

韭
で

す
。

定

期

使

用

料

の

引

き

下

げ

平
成
1
0
年
４
月
１
日
（
新
年
度
）

か
ら
有

料
駐

輪
場

の
定

期
使

用
料

を

引
き
下
げ
ま
す
。

例
え

ば
、
自
転

車

（
一

般
で
屋

根

あ
り

）
の
場

合

、
月
額

二
千

円

か
ら

千

五
百

円

に
、
原

動
機

自

転
車

（
屋

根
あ

り
）

の
場

合
、
月

額
三

千
円

か

ら
二
千

二
百
円

に
な
り

ま
す
（
下

表
）
。

な

お
、

一
時

使
用

の
使
用

料

に

つ

い
て

は
変

更
あ
り

ま
せ

ん

。

料
金
の
引
き
下
げ
は
、
自
転
車
利

用
者

に
低

額

で
、
駐

輪
場

を
利
用

し

て

い
た

だ
く

た
め

、
管
理

運
営

費
を

見
直

し
た

も

の
で
す

。

皆

さ
ん

の
ご
理
解

を
お

願

い
し
ま

す

。

平成10 年4月からの駐輪場使用料（消費税含む）

定
期
使
用
料
を
引
き
さ
げ
ま
す

有
料
駐
車
場
の
距
離
制
限
を
廃
止
し

毎週木曜日には、団体( 定員23人)

を対象とした市政見学会を開催して

います。

現在2・3月分を受け付けています

(先着順)。

※印は3日間連続講座

[申]電話でパークセンターS345-8900 番へ

個人市政見学会に参加しませんか

消防局中央指令室

市民の皆さんに市政を身近に感じていただくため、個人

を対象にした市政見学会を行います｡ぜひ､ご参加ください。

１月１３日叫午前９時市役所正面玄関に集合、午後3時３０

分市役所解散（予定）〔雨天決行〕 対象市内在住者　定員先

着２３人　持ち物昼食（食堂はありません）　費用無料

軍電話で広報課へ

※車での来庁はご遠慮ください。

※申し込みが少数の場合､中止になることがあ０ます。

市役所正面玄関に集合

市立博物館

市役所本庁

市役所解散

午後3時30分

21世紀の森と広場パークセンター催し物

内容野鳥を題 材にし たカラー ・白黒 のキャビ ネ以

上、四つ切りまでの写真（未表作品に限る。巣の

近く の写真は不可）

※入賞作品は返却し ません。

※左上記の野鳥観察会も シャッターチャンスです。

圃2 月20 日窗 〔必着〕 までに 、応募用 紙（各支所 ・

当財団 で配布）を作品 の裏に張 って 、直接 または郵

送で〒2ﾜO一2252松戸市千駄堀749Rまつど街と水

辺の緑化基金(0345-9846 番）へ

教 室 日 時 講 師 定 員 費 用

森のクラフト教室

「綿を紡いでコースターを

作ろう」※

1/21團・22㈲・23廊

午前10時～午後3時

ザ・糸ぐるま

小林 優子氏

先着

20人
無料

みどりの講習会

｢身近なものを園芸に活か

そう｣

1/25(1日)

午後I時30分～3時30分

日本ベコニア協会理事

白鳥 四郎氏

先着

45人
無料

園芸教室

｢自然農薬の活用法｣

2/4似）

午後1時30分～3時

みどりの相談員

小林 鶴太郎氏

先着

40人
無料

みどりの講習会

｢各種盆栽の植替え｣

2/8(Fﾖ）

午後1時30分～3時30分

日本盆栽協会松戸支部

真嶋誠一氏

先着

45人
無料

森のクラフト教室

｢シジュウカラのバードカ

ービング｣

2/15(1日）

午前10 時～午後4胯

野鳥彫刻家

内山 春雄氏

先着

24人

！材料費

600 円
！

野
鳥
の
写
真

コ
ン
ク
ー
ル

和名ヶ谷クリーンセ
ンター

消防局

バスに乗って市内をめぐる

定期使用料（月額）〔　〕内は現行の使用料

区 分 屋 根 あ リ 屋 根 な し

自転車
一 般 1,500 円〔2,000 円] 1,000円1,500園

高校生以下 1,200円園600円〕 800 円隅200 円〕

原動機付自転車　　　　　　　　2,200 円〔3,000 円〕 1,700円]2,500円]

一時使用（1回）

自転車 100円

原動機付自転皇 150円



年末年始　火災

特別警戒実施中

1/７閑

松
戸
市
消
防
出
初
式

会
場
は
消
防
訓
練
セ
ン
タ
ー

新
春
恒
例
の
消
防
出
初
式
を
、
１

月
７
日
米
午
前
!
0時
か
ら
（
演
技
は

午
前
1
1時
か
ら
）
消
防
訓
練
セ
ン
タ

ー
（
案
内
図
参
照
）
で
行
い
ま
す
。

イ
キ

な
は
っ

ぴ
姿

の
は
し

ご
乗

り

、
消

防
音

楽
隊

の

フ
ィ

ー
ル

ド
ド

リ
ル

、
消
防

局

・
消
防

団

・
企

業

自

衛
消
防
隊
・
婦
人
防
火
ク
ラ
ブ
・
自

主
防
災

組

織
に
よ

る
消

防

演
習
を

繰

り
広
げ
ま
す
。

イキなはっぴ姿のはしご乗り「それー」

消防出初式　 会場案内図

な
お
、
当
日
は
会
場
付
近
の
住
民

の
皆
さ
ん
に
、
で
き
る
だ
け
ご
迷
惑

を
お
掛
け
し
な
い
よ
う
に
い
た
し
ま

す
が
、
ご
理
解
く
だ
さ
る
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。
多
数
の
ご
来
場
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

※
雨
天

の
場
合
は
、
式
典
の
み
を
消

防
局
講
堂
で
行
い
ま
す
。

鵞
消
防
局
総
務
課
昔
3
6
3
・
1
1
1
1

内
線
3
1
2
番
、
当
日
の
案
内
容
3
6
2
・
0

1
1
9
番

1月の講演日程おはなしキャラバン

お
は
な

し
キ
ャ
ラ
バ

ン
は

、
子

ど
も
た
ち

に
豊

か
な
感
性
や

情
操
が
育
つ

こ

と
を
願

っ
て

、
子

ど
も
た
ち

と
の
対
話

を
続
け
て

い
ま
す
。

活
動
は
人
形

劇
が
中
心

で
、
市
民

セ
ン
タ

ー
な
ど
で
上

演
し
て
い

ま
す
。

ま
た

、
本
を
通

し
て
親
子

の
ス
キ
ン

シ
ッ
プ

の
お
手
伝
い

を
し
て
い

ま
す
。

期 日 会 場 時 間 プログラム

1/9銜　 新松戸市民センター 午後3時～4時
アニメーション

人形劇

14冰） 図書館本館 午後3 時30 分～4 時
絵本

人形劇

16窗 小金原市民センター 今=後3 時～４時
アニメーション

人形劇　　　 ｉ

21困 小金分館 午後3 時～3 時40 分
絵本

人形劇

72 團 常盤平市民センター 午 後3 時～4 時
アニメーション

人形劇

23窗 二十世紀が丘市民センター 午 後3 時～4 時
アニメーション

人形劇

28團 図書館本館 午 後3 時30 分～4 時
絵本

人形劇

29困

－　－

小 金 市 民 セ ン タ

ー

㎜ ㎜㎜ ㎜㎜ ㎜ 　 　 　 　 ㎜㎜ ㎜ ㎜ ㎜ ㎜

午 後３時～4 ㈲

一一一一　　 ‥一一

アニ メーシ ョン

人形 劇
一　　一一一一一

施 設 名　　　
期 日

市役所・支所

市民センター

市立病院

福祉医療センター東松戸病院

中央・小金保健センター

I勤労 会館

消費生活センター

森のホール21

市民会館

市民劇場

ユーカリ交通公園

自転車保管場所

常盤平児童福祉館

女性センタ ーゆう まつど

図書館( 本館・分館)

市立博物館

戸定が丘歴史公園

文化ホール

青少年会館（本館・分館）

矢切公民館

タウンスクール根木内

東部スポーツパーク

健康増進センター

運動公園

常盤平・小金原体育館

固 世紀の森と広場

パークセンター

自然観察舎

六和クリーンセンター内青松園

クリーンセンター内温水プール

グリーンセンター体育室・テニスコート

六実高柳老人福祉センター

老人福祉センター(六実高柳を除く

斎場・北山市民会館 ※

和名ヶ 谷スポーツセンター

対象3～9歳　費用無料

崇図書館利用カードをお持ちになれば、本が借りられます。

※電話でおはなしが聞ける「でんわおはなしキャラバン」登377ｰ

0000 番もご利用ください。

鵄市立図書館Q365- 引 巧畚

印は1日休み　★印は午後から休み　※斎場の式場は28日から休み

流山市民ふれあいセンター 相馬 ユ ートピ ア

流山市の保養施設｢ 流山 市民ふれあいセンタ ー

相馬 ユートピ ア｣ は 、流山 市民 だけでな ＜ 、近隣

の市町民でも 利用でき ます。ご 家族やグ ル ープ で

の旅行など にご利用＜ださ い。

所在地福島県相馬市赤木ケ沢字松160の4　交通

鉄道＝JR常磐線相馬駅下車(無料送迎バスあリ匚

車＝常磐自動車道いわきインター下車　費用1泊2

食付き税込みで8,400 円から( 中学生以下は6,030

円から)

挧｣流山市役所コミュニティ課昔04ﾜ1-58-11 ｎ 番相馬ユートピア

このまちに人権文化を築くために

私
た
ち
の
日
常
生
活
で
は
、
あ

ま
り
「
人
権
」
を
意
識
す
る
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
よ
く

考
え
て
み
る
と
、
私
た
ち
が
人
間

と
し
て
誇
り
を
持
っ
て
生
き
て
い

く
た
め
に
は
、
「
人
権
問
題
」
を

避
け

て
通
る
こ
と

は
で
き
ま
せ

ん
。
そ
こ
で
、
私
た
ち
の
周
り
に

存
在
す
る
人
権
問
題
や
世
界
と
国

内
の
人
権
に
関
す
る
取
り
組
み
に

つ
い
て
、
こ
れ
か
ら
毎
月
一
回
お

知
ら
せ
し
、
皆
さ
ん
と
共
に
考
え

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

今
年
も
1
2
月
４
日
か
ら
1
0
日
ま

で

の

「
人

権
週
間

」

の
間
、
全

国

各
地

で

さ
ま
ざ
ま

な
人

権
に

関
す

る
催

し

が
行

わ

れ
ま
し

た
。

し
か

し

、
人
権

週
間

が
ど

ん
な
理

由
で

定

め
ら

れ
た
か

に

つ

い
て

は
、

あ

ま
り
広
く
知
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。

人
権

週
間

は
、
第
五

回
国

連

総

会
で
、
「
世
界
人
権
宣
言
」
が
採

択

さ

れ
た
1
2月
1
0
日

を
記
念

し

て

「

人
権

デ
ー
」

と

す

る
決

議

が

な

さ

れ
た
こ
と

を
受

け
て

、
わ

が
国

で
、
こ
の
日
に
先
立
つ
一
週
間
を

人
権

週
間
と

し
た

こ
と

が
始
ま

り

で
す

。

第

二
次
世

界
大

戦

が
終
わ
り

新

た

に
束
西

冷
戦
構

造

の
激
化

が
始

ま
り

つ

つ
あ
っ
た

こ
ろ

、
国

連
は

、

第
二

次
世

界
大
戦

に
お

け

る
全

体

主
義

国
家

に
よ

る
基
本

的
人

権
の

無

視
と
国

際
的

侵
略

の
関
連

を
教

訓
に
、
基
本
的
人
権
の
尊
重
・
確

保
と
世
界
平
和
と
の
深
い
関
係
を

強

く
認

識
し
、

人
権

の
尊
重

を
基

国連の人権のロゴマーク）
NO.  1

世 界 人 権 宣 言 と 人 権 週 間

問い合わせ市民相談室人権担当
゜　　 教育委員会企画調整室人権担当

本
的
な
目
的
の
一
つ
と
す
る
人
権

委

員
会

を
設

け
ま
し

た

。
そ
し

て

、

そ

の
成
果

の
一

つ
と
し

て
、

一
九

四

八

年

（
昭
和
2
2
年

）
、

パ
リ

で

開
か

れ
た
第

三
回

国
連

総
会

で
世

界
人
権

宣
言
か
採

択
さ
れ
ま
し
た
。

世

界

人

権

宣

言

は

、

前

文

で

「
人

類

社
会

の
す

べ
て

の
構

成

員

の

、
固
有

の
尊

厳
と
平

等

に
し
て

譲

る
こ
と

の
で

き
な

い
権
利

ど
を

承

認
す

る
こ
と

は
、

世
界

に
お
け

る
自

由

と
正

義

と

平

和

の
基

礎

」

で

あ

る

と
述

べ
、
「
す

べ
て

の
人

間

は

、

生
ま

れ
な

が
ら
自

由
で

、

尊

厳
と

権
利

に
つ

い
て
平
等

で

あ

る
」
と
い
う
第
一
条
以
下
三
十
条

に
わ
た

っ
て

、
個
人

の
基
本
的
人

権

や
経

済
的

・
社
会

的

・
文
化

的

な
生
存

権

的
権
利

を
規

定
し
て

い

ま
す
。
世
界
人
権
宣
言
は
、
各
国

が
達
成

し

な
け

れ
ば

な
ら
な

い
基

準
を
定

め

た
も

の
で

、
条
約

で
は

あ
り

ま
せ

ん
か
ら

各
国

を
法

的
に

拘
車

ず
る
も
の

で
は

あ
り
ま

せ
ん

が
、
そ

の
道
義

的
拘
束

力

は
高
く

評
価

さ

れ
て

い
ま
す

。

そ
の
後
、
世
界
人
権
宣
言
に
う

た

わ
れ
て

い
る
理
念

の
条
約

化
を

め

ざ
し

た
国

連

は

、
「
人
種

差
別

撤

廃

条

約

」
「

国

際

人

権

規

約

」

「
女
子

差
別

撤
廃

条

約
」
「
児

童

の

権

利
条

約
」

な
ど

、
次
々

に
人
権

関

係

条

約

を

採

択

し

て

い

き

ま

す
。
現

在
で

は
、
国

連

が
中
心

と

な

っ
て

成
立

し
た
人

権
関

係
条

約

は
ニ
十
三
に
上
り
ま
す
。

次
回

は
、

こ

れ
ら

の
人

権
関

係

条
約

等
に

つ
い
て

ご
紹

介
し
末

男

広報松戸1997年(平成９年)12月25日

年末年始　市の施設の休み



広報まつど1997年(平成9年)12月25日

情報

チャンネル

※タイトルが色刷りのものは、市の主催です。

市役所の代表電話は……366-1111 番

代表ＦＡＸは……363-3200 番

(松戸市の市外局番は047 番です)

催

し

物

松

戸

美

術

会

三

十

回

記

念

展

１
月
６
日
㈹
～
1
1
日
㈲
午
前
1
0
時

～
午

後
６
時

（
初
日

は
午
後
１

時

か

ら
・
最
終
日
は
午
後
４
時
ま
で
）
会

場
文
化

ホ

ー
ル
　

内

容
日

本
画

・
洋

画

・
彫

塑
作

品

の
発
表

費
用

無
料

問

松

戸
美

術
会

・
荻
子

容
猖
・
5
3

9
5
番

こ

ひ

つ
じ

お

は

な

し
会

１
月
1
4
日
・
２
月
1
8
日
・
３
月
1
8

囗
の
各
水
曜
日
午
後
２
時
3
0分
～
３

時
3
0
分
会
場
市
川
こ
ど
も
ク
リ
ニ

ッ
ク
（
イ
ト
ー
ヨ
ー
カ
ド
ー
八
柱
店

前
）
　
定
員
当
日
先
着
三
十
人
対

象
三
歳
以
上
の
幼
児

内
容

グ
リ
ム

童
話
な
ど
の
読
み
問
か
せ
　
講
師

劇

団
天
童
主
宰
・
浜
島
代
志
子
氏

費

用
無
料

醫
こ
ひ
つ
じ
お
は
な
し
会
・
市
川

昔

齧
・
2
3
1
2
番

上

本

郷

の

七

不

思

議

め

ぐ

り

１

月

日一
日

韭
午
後

１

時
北
松

戸
駅

東
口
集
合
（
雨
天
中
止
）
　
会
場
上

本

郷
地
区
　

内

容
首

切
り

地
蔵

・
ゆ

る
ぎ
の
松

の
碑

・
富

士
見

の
松

の
跡

・
風
早
神
社
な
ど
を
徒
歩
で
巡
る
（
約

三

回

・
三

時

間

コ

ー
ス
）
。

費

用

二
百

円

惠

当
日

集
合
場

所
で

問
松

戸

史
談
会

・
神

尾

昔

謡
・
2
4

5
8

番

保
健
・
衛
生

酒

の

悩

み
ご

と

相

談

・

家

族

教

室
１
月
８
日
水
・
2
2
日
水
午
後
１
時

3
0分
～
４
時
3
0分

会
場
松
戸
保
健

所
　
内
容
ア
ル
コ
ー
ル
問
題
を
抱
え

た
本
人
や
そ
の
家
族
を
対
象
に
専
門

医
師
と
精
神
健
康
福
祉
相
談
員
・
保

健
婦
に
よ
る
相
談
　
費
用
無
料

惠
電
話
で
松
戸
保
健
所
精
神
保
健
福

祉
班

昔
3
6
1
・
2
1
2
1

番
へ

映

画
会

長

編

ア

ニ

メ
「

か

ん

か

ら

さ

ん
し

ん
」

１
月
1
7日
出
①
午
後
１
時
3
0分
～

２
時
5
0分

芳
午
後
３
時
2
0分
～
４
時

4
0
分
会
場
常
盤
平
幼
稚
園
定
員

先
着
二
百
人
費
用
五
百
円
（
三
歳

未
満
は
無
料
）

匣

電
話
で
常
盤
平
幼
稚
園
・
吉
野
登

3
8
7
・
5
7
2
4

番
へ

借

地

・

借

家

の

無

料

相

談

１
月
1
3
日
天
午
後
１
時
～
４
時

会

場

勤

労

会

館

糸
契

約

書

等

が

あ

れ

ば

ご

持

参

を

と
や
茴
松
戸
借
地
借
家
人
組
合
・
外
谷

3
4
5
・
３
５
４
８
番

労
災

職

業

病

な

ん

で

も

相

談
会

１
月
2
4日
出
午
後
１
時
～
４
時

会
場
成
田
市
中
央
公
民
館
　
相
談
者

弁
護
士
・
社
会
保
険
労
務
士
・
医
療

ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
ほ
か
　
費
用
無
料

問
成
田
中
央
法
律
事
務
所
昔
０
４
７

６

・
2
4・
3
4
8
1

番

愛

の

献

血

１
月
６
日
㈹
午
前
1
0
時
～
1
1
時
4
5

分
と
午

後
１

時
～
４

時

会

場
市
役

所
正

面

玄
関

前

厠
健
康
課
3
6
6
・
7
4
8
7
番

療

育

相

談

１
月
８
日
米
午
後
１
時
～
２
時
（
受

け
付

け
は
午

後
１

時
～
１

時
1
5分

）

会
場
松

戸
保

健
所
　

対

象
乳
児

の
股

関
節
脱

臼
検

診
未
受

診
者

・
整
形

外

科
領
域

の
診

察
相

談
等
を

希
望

す
る

十
八
歳
未
満
の
人
（
予
約
制
）
　
費
用

無
料

※
乳
幼

児
は

、
母
子

手
帳

を

ご
持
参

く

だ
さ

い
。

圃

電

話
で
松

戸
保

健
所
地

域
指

導
班

容
3
6
1
・
2
1
2
1

番

へ

い
ず

み

ギ

ャ

ラ

リ

ー

展

覧

会

①
１
月
1
4
日
水
ま
で
（
1
2
月
2
7
日

出
～
１
月
４
日
回
・
７
日
水
・
1
1
日

㈲
を
除

ぐ

ブ
②
１
月
1
9
日

非
～
２

月

!
2
日
米
〒
月
2
1
日
伽
・
3
1
日
出
・

２
月
７
日
山
・
1
1
日
瀦
・
口
曜
日
を

除
ぐ
）
各

午

前
1
0時
3
0
分

～
午
後

３

時
　

内

容

①
石
田

圭
江

絵
画

展
②

安

田
妙
子
大
き
な
猫
の
絵
展
会
場
い

ず
み
ギ
ャ
ラ
リ
ー
（
柏
市
）
　
費
用

無
料

腮

社
会

福
祉
法

人

緑
の
会

い
ず
み

園

昔
0
4
7
1

’
7
6・
8
0
8
5

番

寺

島

文

化

会

館

展

覧

会

①
１

月
９
日

蚩
～
2
0
日

次

（
1
5日

倪
を
除

ぐ
）
②

１
月
2
2
日

内
～
２
月

３
日

㈹

（
１
月
2
9
日

米
～
3
1
日
出

を

除
ぐ

）
各

午
前

９
時

～
午
後

９
時

会
場

寺
嶋
文

化
会

館

（
柏
市

）
　

内

容

①

多
久

和
歳
美

・
版
画

展

⑦
羽
室

留
美
・
油
彩
展
　
費
用
無
料

麭

徐
寺

島
文
化

会
館

登
０

４
７
１
１
・

6
7
・
６
１
５
３
番

乳
が
ん
検
診

①
１
月
1
4日
水
②
1
9日
菲
③
2
0日

肉
④
2
2日
宋
⑤
2
3口

吻
⑥
2
6囗
卿
②

２
月
２
日
丱
⑧
５
日
水
各
午
後
２
時

～
２
時
3
0分
の
問
に
受
け
付
け
　
会

場
ヱ
②
小
金
保
健
セ
ン
タ
ー
②

⑤
常

盤
平
市
民
セ
ン
タ
ー
①
新
松
戸
市
民

セ
ン
タ
ー
⑥
⑦
⑧
中
央
保
健
セ
ン
タ

ー
　
対
象
市
内
在
住
の
三
十
歳
以
上

の
女
性
　
費
用
百
円

（
生
活
保
護
世

帯
・
市
民
税
非
課
税
世
帯
・
老
人
医

療
対
象
者
は
無
料
）

惠
当
日
、
直
接
会
場
で

鬨

健
康
課
昔
3
6
6
・
7
4
8
7

番

ス

ト
レ

ス

解

消

セ
ミ

ナ

ー

１
月
1
8
日
㈲
午
前
1
1
時
～
午
後
０

時
3
0分

会

場
市
民
会
館

内
容
ス

ト
レ
ス
を
ど
う
受
け
止
め
、
解
除
し

た
ら
よ
い
か
。
抵
抗
力
を
つ
け
る
と

は
　
定
員
先
着
四
十
五
人
　
費
用
無

料巫
電
話
で
松
戸
バ
ラ
ン
ス
・
竹
野

登

3
6
8
・
７
１
１
５
番
へ

県
立
現
代
産
業
科
学
館
催
し
物

内 容 日 時 対象/定員 費用

冬休みキッドシ ネマ

「べイブ」ほか

1/ 6 ㈹・7困

午後1時～3時
当日先着150人 無料

産業たんけん隊

オリエンテーリング

1/10 倒

午前10時50 分～正午

小学生

当日先着20人
無料

サイエンスシネマ

(恐竜に関する映画)

1/11(EI)・18(日)・25日

午後I時～2時
当日先着150人 無料

身近なサイエン
ス電池をつくろ
う

1/24tt)

午前10時30 分～正午

小学5年生以上

先着20人（要予約）

120 円

(保険料)

惠

電
話
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
で
県
立
現

代
産
業
科
学
館

（
市
川
市
鬼
高
一
の

一
の
三
）
容
3
7
9
・
2
0
0
5
番
、
一
剛一

詞
・
2
2
2
1

香
へ

楽
々
バ
ラ
ン
ス
メ
ニ
ュ
ー
教
室

一
日
千
六
百
キ
ロ
カ
ロ
リ
ー
｝

①
１
月
2
2日
水
②
２
月
1
9日
米
各

午
前
1
0
時
～
午
後
１
時
会
場
健
康

増
進
セ
ン
タ
ー
　
内
容
調
理
実
習
と

講
話
①
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
・
中
性
脂

肪
が
気
に
な
る
人
の
食
事
噐
骨
を
丈

夫
に
・
カ
ル
シ
ウ
ム
を
上
手
に
と
る

た
め
に
　
対
象
市
内
在
住
こ
在
勤
で

当
セ
ン
タ
ー
の
医
学
的
検
査
を
一
年

以
内
に
受
診
し
た
人
　
定
員
先
着
三

十
人
　
費
用
各
回
四
百
円

圃
電
話
で
健
康
増
進
セ
ン
タ
ー
昔
3
6
8

・
1
8
1
4

番
へ

健

康

懇

談

会

１
月
1
0日
山
午
後
７
時
～
９
時

会
場

新
松
戸
巾
民
セ
ン
タ
ー
　
内
容

更
年
期
障
害
と
自
律
神
経
失
調
に
つ

い
て
定
員
当
日
先
着
五
十
人
費

用
無
料

荷
愛
内
科

ク
リ
ニ
ッ
ク
登
錮
・
4
8

1
7
番

予

防

接

種

の

お

知

ら

せ

平
成
９
年
1
0
月
１
日
～
1
1
月
3
0
日

生
ま

れ

の
人

に
、
予

防

接
種

の
通
知

書
を
平
成
1
0
年
１
月
上
旬
に
送
付
し

ま
す

。

表

Ｉ

・
表
２

に
該

当

す
る
人

は
申

し
込

み

が
必
要

で
す

の

で
、
直

接
各

保

健
セ
ン

タ

ー
・
各
支

所

の
市

民

健

康
相
談
室
で
申
し
込
む
か
、
下
の
ハ

ガ
キ
記
入

要
領

で
、

〒
2
7
1松
戸

市
竹

ケ
花

七
四

の
三

松
戸

市
中

央
保

健

セ

ン

タ

ー
内

保
健

衛
生

課
予

防
衛

生
係

（

容
3
6
6
・
7
4
8
4

番

）へ

※
児

童

・
生
徒

が
受
け

る
口

本
脳

炎

第

二
期

・
第
三

期
、

Ｄ
Ｔ

第
二

期

は
、
乳

幼
児
期

に
受

け
た

予
防

接

種
の
追
加
接
種
と
し
て
行
い
ま
す
。

追
加

接

種
を
受

け
な

い
と
少

し

ず

つ
抗
体

が
減

っ
て
し

ま

い
ま
す

の

で

、
体

調
の
良

い
と

き
に
受

け

ま

し

ょ
う

。

ツ
ベ
リ
ク
リ
ン
反
応
・
Ｂ
Ｃ
Ｇ
予
防
接
種
の
お
知
ら
せ

ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応

・
Ｂ
Ｃ
Ｇ
予

防
接
種
を
左
表
の
と
お
り
実
施
し
ま

す
。
生
後
三
ヵ
月
以
上
四
歳
未
満
で

予
診
票
を
持
っ
て
い
な
い
人
は
、
直

接
各
保
健
セ
ン
タ
ー
・
各
支
所
の
市

民
健
康
相
談
室
で
申
し
込
む
か
、
ま

ハガ キ記 入要領ツベルクリン反応・ＢＣＧ日程表

た
は
ハ
ガ
キ
記
入
要
領
を
参
照
し
て

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

な
生
後
三
ヵ
月
に
な
ら
な

い
と
受
け

ら
れ
ま
せ
ん
。

圈

保
健
衛
生
課
予
防
衛
生
係
昔
莇
・

7
4
8
4
番

ハガキのうら

ツベルクリン反応・BCG

予防接種申し込み

・住所

・保護者氏名

・子ども の氏名

・子ども の生年月日

・電話番号

会 場 ﾂ ﾍﾞﾙｸﾘﾝ BCG

中央保健センター
1/28C*) 1/30R

2/24(跼 2/26困

五香市民センター 2/ 2(月) 2/ 4困

東部市民センター 2/10㈹ 2/12困

馬橋東市民センター 1/21休） 1/23窗

健康増進センター 1/26㈹ 1/28團

常盤平市民センター
1/ 7伽 1/ 9廊

2/ 3火 2/ 5休）

明市民センタ一 2/10㈹ 2/12肘

古ケ畸市民センター 1/14圉 1/16銜

稔台市民センター 1/20罔1/22 困

小金原市民センター 2716(H) ! 2/18冰）

新松戸市民センター
1/12囲　1/14冰）

2/23(3)　2/25冰）

小金保健センター
1/19㈹1/21W

2/17叫 2/19困

馬橋市民センター 1/27固 1/29困

六実市民センター別館 2/ 4冰） 2/ 6銜

二十世紀が丘市民センター 1/ 6㈹ 1/ 8㈲

※
旧
問
診
票
を
持
っ
て

い
る
人
は
個

別
接
種
受
託
医
療
機
関
・
集
団
接

種
会
場
で
新
し

い
問
診
票
と
交
換

し
て
受
け
ら
れ
ま
す
。

ハ ガ キ記 入 要 領

希 望 する 予 防 接 種名

(複 数 可)

初 め てま た は･T‘'ﾉ回 受 け た

今 ま で 受 け た 日付 け

年　 月　 日

年　 月　 日

住 所

保 護 者 氏 名

子 ど も の 氏 名

子 ど も の 生 年 月 日( 学 年)

電 話 番 号

表1　乳幼児
-

１．平成9 年10 月１日～11 月30 日生まれで12 月

15 日以降に住民登録をした人

２．予診票(旧問診票)を持っていない下記の人

03ヵ月以上４歳未満でツ反・ＢＣＧ接種を受

けていな い人

03ヵ月以上7歳6ヵ月未満でポリオを２回飲ん

でいない人

03 ヵ月以上7 歳6ヵ月末満でＤＰＴ接種を４回

受 けていな い人

01 歳以上7 歳6ヵ月未満で麻し ん、風し ん接種

を受けていない人

03 歳以上7 歳6ヵ 月未満で日本脳 炎接種を３回

受けていない人

表２　児童・生徒
-　　 一

匸予診票を持っていない下記の人

○小学4年生以上13歳未満で日本脳炎第2期を

受けていない人、中学2年生以上6歳未満で

日本脳炎第3期を受けていない人

○小学6年生以上旧歳未満でＤＴ第2期（旧ジ

フテリア第3期）接種を受けていない人

○中学2年生以上16歳未満で風しん接種を受け

ていない人



広報まつど1997年(平成9年)12月25日

連

続

講

座

「

住

民

が

選

択

す

る

街

の

あ

り

方

」

１
月
1
8
日

㈲
午
後

１
時
3
0
分
～

４

時
3
0
分

会
場
女

性

セ
ン

タ
ー

ゆ
う

ま
つ
ど
　
講
師
鷹
巣
町
ワ
ー
キ
ン
グ

グ
ル

ー
プ

・
松

橋

一
美
氏

内
容

住

民

が
福

祉
を

選
ん

だ
街

・
鷹
巣
町

の

実
践
に
つ
い
て
定
員
当
日
先
着
三

十
五
人
　
費
用
八
百
円
（
資
料
代
）

醫

松

戸
市
民

ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
・
隅
谷

登
3
6
7
・
7
5
2
0

番

国
際
交
流
事
業
世
界
の
民
族
音

楽
中
国
音
楽
探
索

日 時 内 容

117 圉

午

後
３

時
Ｓ
４

時

哀愁の胡弓（二胡） 在才

手

婆

24圉 |･r1エ キゾ チックな 琵 琶

31丗 ロマンあふれる笛・華麗なる筝

胡弓に触れるC 演奏指導）2/7出

会
場
青
少
年
公
館
　
定
員
各
回
先

着
五
卜
人
　
費
用
無
料

圃
電
話
で
青
少
年
会
館

登
剔
・
8
5

5
6
番
へ

音色は悠久の歴史と独特な風格があります

講
座
・
講
演

歴

史

講

座
「

江

戸

時

代

の

貨

幣

」

２
月
1
5
日

㈲
午

後
１

時
～
３

時

会
場
県
立
関
宿
博
物
館
内
容
江
戸

時
代

の
貨
幣

や
江
戸

庶

民
と

お
金

・

物
価

な
ど

、
エ

ピ
ソ

ー
ド
を

交
え

な

が
ら
貨

幣

に
つ

い
て
解

説
す

る
　

定

員

先
着

七
十

人

費
用

無

料

※
１
月
1
5
日

㈲
～

３
月

１
囗

㈲
ま

で

同

博
物

館
で
企
画

展

「
か

ね
は
天

下

の
ま

わ
り

も
の
～

江

戸
時
代

の

貨

幣
制

度
を

探
る
」
を

行

い
ま

す

。

惠
電
話
で
県
立
関
宿
博
物
館
学
芸
課

公
０
４

７
１

・
9
6
・
1
4
0
0

番

へ

足

立
子

ど

も

・
福

祉

フ

ォ

ー
ラ

ム
２
月
７
日
出
午
後
１
時
～
５
時

会
場
足
立
区
生
涯
学
習
館

（
千
代
田

線
綾
瀬
駅
徒
歩
五
分
）
　
テ
ー
マ
地

域
の
中
で
の
遊
び

場
と
仲
間
づ
く
り

定
員
当
日
先
着
二

百
人
　
費
用
無
料

琴
う
め
だ
・
あ
け
ぼ
の
学
園
容
0
3
・

３
８
４
８
・
1
1
9
0

番

少

年

少

女

合

唱

講

習

会

２
月
Ｉ
日
韭
午
後
２
時
～
４
時

会
場

聖
徳

大
学

附
属
高

校
奏

楽
堂

内
容

長
谷
川

冴
子

先

生
を
迎
え

て
、

小

学
四
年

生
以

上

を
対
象

ど
し

た
少

年

少
女

合
唱
講

習
　

定
員
先

着
四
百

人
　
費
用
無
料

匣

１
月
2
0
日

次

〔
必
着
〕

ま

で
に
、

ハ
ガ
キ
に
参
加
人
数
・
代
表
者
の
住

所

・
氏

名

・
年

齢

・
電

話
番

号

を
記

入

し
て

、

〒
2
7
0
‐‐
2
2松
戸

市
子

駄
堀

六

四

六
の
四

腺
松
戸

市
文

化
振

興
財

団
内
松
戸
市
音
楽
協
会
合
唱
講
習
会

係

（
容
3
8
3・
0
1
1
1

番

）

へ

図
書
館
市
民
講
座
・
文
学
講
演
会
遠
藤
周
作
を
読
む

遠

藤
周

作
の
「
沈

黙
」
か
ら
「
深

い
河

」
を
読

む
こ
と

で
人

間
へ

の

温

か

い
彼

の
ま

な
ざ
し

を
、
一
緒

に
体
験

し
て

は

い
か

が

。（
講

師
談
）

１
月
９９一
日
内
午

後
１

時
3
0分

～
３

時

3
0
分
会
場
市
民
劇
場
講
師
聖
徳
大

学
短
期
大
学
部
助
教
授
・
長
江
曜
子
氏

定
員
五
十
五
人
（
抽
選
）
費
用
無
料

軍

１
月
1
0日
山

〔
必
着
〕
ま
で
に
、
往

復
ハ
ガ
キ
に
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電

話
番
号
を
記
人
し
て
、
〒
2
7
1
松
戸
市
松

戸
二
〇
六
〇
市
立
図
書
館
市
民
講
座
係

（
0
3
6
5
・
5
1
1
5

番
）
へ

松戸地域職業訓練センター(テクノ21)講座案内

講　座　名 日 時 定員／費用

ワ万

口

パ
ソ
コ
ン
講座

パソコン・ワー

プロ入門講座

①1/ 6㈹・　7困　 午前

②1/21困・22團　 午後 各10人

Windows95

入門講座

①1/ 8團・　9銜　 午後

②1/27W ・28團　 午前

6,000円

吝qO人

10,000円

(8, 000円)

ワープロソフト

一太郎入門講座
1/ 5㈲・6 ㈹・7 ㈲午後

エクセル

入門講座
1/12㈲)･13㈹･14㈲ 午後

ロータス1-2-3

入門講座
1/10圉･17 ①･24山土曜

旧人

15,000円

C10,000円）

※午前=午前9時30分～午後0時30分午後=側 刪 時30分～

４時30分、土曜=午前9時30分～午後4時30分

ﾊﾟﾏ

ﾄﾞ

鮓

ユ

初心者入門講座
1/12㈹・13㈹　 午前

14 困・16㈹
各5人

巧,000 円

初級講座
1/19㈹・20㈹　 午前

22休)・23銜

※午前=午前9時30 分～正午

ｊ
ゆっくり楽しく
パソコン講座
対象65歳以上

5人

7,000円

ス

ポ
ー
ツ

小

金

新

春

親

子

マ
ラ

ソ

ン

ー
月
２
日
金
午
前
1
0時
ス
タ
ー
ト

（
雨

天
の
場
合

は
３
日

出
に
順

延
）

会
場
小
金
北
小
学
校
　
種
目
五
ご
の

部
（
中
学
生
男
子
・
高
校
生
男
女
・

一

般
男

子

）
、
三

惠
当
日
午
前
９
時
～
９
時
3
0分
の
間

に
直
接
会
場
で

醫
体
育
指
導
委
員
・
藤
咲
昔
諞
・
9

2
4
8
番

イ
ン
ラ
イ
ン
ゲ
ー
ム
ズ
・
エ
キ

サ

イ

テ

ィ
ン

グ

’
9
8松

戸

１
月
2
5日
襾
午
前
８
時
3
0分
受
け

付
け
（
雨
天
の
場
合
は
２
月
１
日
㈲

に
順
延
）
　
会
場
松
戸
競
輪
場

夭

駐
車
場
）
　
対
象
小
学
生
以
上
　
費

用
二
千
円
（
保
険
料
を
含
む
）

※
同
日
に
初
心
者
教
室
（
ス
ケ
ー
テ

ィ
ン
グ
の
基
礎
と
安
全
指
導
）
を

行
い
ま
す
（
費
用
無
料
）
。

圃
１
月
1
0日
出
ま
で
に
、
電
話
で
実

行
委

貝
会
・
丸
山
容
3
6
2
・
8
8
6
5

番
へ

初
詣

歩

け

歩
け

会

１
月
１
日
㈲
午
前
８
時
3
0
分
東
漸

寺
本
堂
前
集
合
、
９
時
出
発
　
コ
ー

ス
東
漸
寺
～
本
土
寺
～
広
徳
寺
～
赤

城
神
社
～
蘇
羽
鷹
神
社
～
幸
谷
観
音

～
山
王
神
社
～
八
坂
神
社
（
小
雨
決

行
）
　
費
用
無
料

問
体
育
指
導
委
員
・
細
野
容
麗
・
2

7
5
9
番

市

長

杯

争

奪

ク

ラ

ブ

対

抗

カ

ヌ

ー

大

会

を

観

戦

し

ま

せ

ん

か

１
月
1
1
1
1

一
日

韭
午

前
1
0時

～
正

午

会
場
江
戸

川
河

川
敷

（
古
ヶ

崎

グ
ラ

ウ
ン

ド
前
）
　

内
容

ク
ラ

ブ
対
抗

戦

に
よ
る
カ
ヌ
ー
大
会
（
カ
ヌ
ー
三
百

五
十
艇
が
出
艇
予
定

贋
松

戸
市

体

育
協

会
・
岡
田

昔
3
4
2
・

9
4
3
9

番

（
夜

間
の
み

）

匣 受講料を持って 、下記事務所窓口で先着順に受け付け

圜 松戸地域職業訓練センターc349 ―3200 番（小金原1の19の3）

※費用のうち（　）内は当会員事業所または当団体会員メン

バーの場合です。

教室名 日 時 会場 対象/定員 費用

レスリング

1/18～3/15 の毎週日曜

日(3/1 を除く全8回）

午前10時～正午

運動公園小

体育室

小中学生

先着30人

無料アーチェリー

1/18～3/8 の毎週日曜

日（全8回）

午後1時～3 時

運動公園多

目的室・陸

上競技場

中学生以上

先着30人

,ミニバスケツ

ト ボール

1/25～3/8 の毎週日曜

日( 全ﾜ[O])

午前９時～11 時

常盤平体育

館

小学3年生

以上

先着40人

圃直接または電話でスポーツ課S363-92 副番へ

聖徳大学オープンアカデミー公開講座（3期）

講 座 名 日 時 講 座 名 日 時

心身とも に健全な子どもの育て方 1/14～3/25 (水 り ○腮 午後1時 日常英会話 1/22～3/12; 木・８回）午後1時

昔と今とこれからの教育 1/14～3/25 (水 りO 回 午後1時 トラベル英会話 1/20～3/24 C火 月0回）午後ﾜ時

笑いの文学……仕文学こぼれ話 1/14～3/25 (水 りO 回）午前10時40分
英語リスニング宝さがしノリスニング

の楽しい勉強法
1/14～2/18 冰 ・５回 午後4時30分

自分を調べる 1/22～3/26 (木 りO 回）牛前10時40分
さあ！インベンションだノバツハ永遠

の遺産
2/3 ～3/24 (火・８回）午前10時40分

万葉名歌のビデオ鑑賞 厂楽しい短歌教室 1/19～3/23 (月 づ〇回）午後2時40分 健やかな高齢者になるための秘訣 1/10～3/28で土・10回）午前10時40分

初めての中国語 1/10～3/28･辻 りO 回）午後1時 高齢者とともに過ごすために 1/16～3/17 r金・10回)午後1時

「おくのほそ道」を読む 1/16～3/27(金 づ〇理 午後1册 星は呼んでいる 1/14～3/25（水・10回）午前10時40分

俳句入門ノ温故知新 1/16～3/20 (金 づO 回）午前10㈲40分 住まいの照明と照明具づ＜リ 1/16～2/27 C金 一フ回）午後2時40分

辺境の悲歌 ’西域の漢詩 1/20～3/24 (火 り0 回）午後2時∠10分 健康体操／動こう ・遊ぼう・楽しもう 1/16～3/ 6: 全 一８回）午前10時40分

詩を読んで「私」を考える 1/19～3/23 (月 白O 回）午後10時40分 お化粧を科学する 1/19～2/16 C月・５回）午後1册

イメージデザイン画をたのしむ 1/22～3/26 (太 りO 趾 午前ｍ時40分 装いの文化 ﾀ和゙服と洋服の造形表現 1/24～3/28 (二t二・10回）午後1時

ブルガリア歌曲の魅力 2/14～4/4 （土・５回）午後2日斜O 分 チーズの美味しい食べ方 1/22～3/26 (木・10に])午後1時

優雅なワルツの曲にのつて踊ってみま

せんか
1/10～3/28 (土 り 〇回）午前ｍ時司 分 知っておきたい食の話題 1/19～2/16 (月・５回）午前ｍ時40分

フラワー・アレンジメンド ノ早春期

Ａコース 旧 コース・Ｃコース

A1/14～4/ 1 （水・10回）午前10時40分

B1/14～4/ 1 （水月O回）午後1時

C1/17～3/28 (土り ○回）午前10時40分

長寿地域の食事 1/22～2/19 (木・５回）午後IE碚

男の料理教室

1/ 9～3/21(金または土・10亘])午前9

時45分

※1月は金曜日、2月からは土曜日

※上記の一般講座は 、毎週記載の曜日で全5～10 回（記載の時間から1 回90 分） 定員25 ～40 人（先着順） 費 用受講 料1講座15,000 円（10 回

入会金　5,000円（3年間有効、卒業生・7O歳以上の人等には割引制度あリ）

※講座によっては受 講料が異な り 、教材費 （実費） のかかるもの があり ます。

澆電話で聖徳大学SOA (ソア）センター0365―1111内線3231～･3235番へ（受付時間午前IC印卜正午・午後2時へ石持吐曜日は午匿3時まで））
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３
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松

戸

市

民

コ
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募
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容
ソ
プ
ラ
ノ
・
ア
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ノ
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五
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Ｃ
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オ
ル
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カ

ル
ミ
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ブ
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ス
ポ
ー
ツ
教

室



O384-5050 番

広報まつど1997年(平成9年)12月25日

期 日 内 容（☆印は有料） 開演時間 問い合わせ先

大

ホ｜ル

1/11日 西郷輝彦コンサートAGAIN"　 ☆ 18:30
ＭＩＮ-ＯＮチケットセンター

登03-3226-9999 番

24(土)
東 京室内 管弦 楽団

新 春7 ァミリ ーコン サ ート　 ☆
一 一一一一一

15:00
松戸友の会

a0471－73－7626番

25(日)
シリーズ｢ 森のリ サイタル｣
園田高弘ピアノリサイタル　☆

14:00
斜 松戸市文化振興財団

登384-5050 番

12/26R
松戸国際高等学校演劇部クリスマス

公演「常磐線銀河鉄道の夜」
18:30

県立松戸国際高等学校演劇部

c386-0563 番

1/ 9廊
二 本松は じめ ＆中 山譲ジ ョ イント

ぱ かぱ かコン サ ート　 ☆
一一 一一

19 : 00 加藤 洋子　　　　Q342-3496 番

-一一　　　　一一一一　　　－-一一‥一一112

10 圉 立川談志独演会　☆ 旧:00
聯 松戸市文化振興財団

登38∠1-5050番
一一 ‥

11(日)村田知穗ピアノリサイタルⅡ　☆ 14:00 村田知穗　公04189-52-6721番

小

ホ
１
ル

17圉 親子まんが映画会　☆
10:30

13：30一 一一

教育 映画 アニ メラン ド

公045-901-4403 番
一一 一

17 ① ニューイヤー・コン サート 19 : 00 石崎俊子　　　　公347ー8880番

一一一一
徂 日）平野歌謡同好会発表会 10:30 平野勝一　　　　S384-6916 番

一一一 一

2紜

戸田義明ピアノレボリューション　☆ 19 : 00 川崎美智江　　　公387ｰ7058番

24 辻）
－　 一一一一一一

25( 日) 松戸市音楽協会音楽祭 13:30 松戸市音楽協会　O392-8047 番

Q367-7810 番

期 間 内 容 問い合わせ先

12/27'圉 まで 百和会水墨画展 百和会　　　　　　　登362-3672 番

1/ 6 ㈲ ～11( 日) 松戸美術会展 松戸美術会　　　　　S342-8164 番

13㈲ ～18( 日) 油絵サークル貝の花展 油絵サークル貝の花a344-7187 番

21(水)～25 剛 松戸市小中学校児童生徒書初展 教育委員会指導課　　S366 ―7458 番

開館時間…午前10時～午後6時　※月曜日は休館

O362-2050 番

期間・催し物 内 容

10年4/12(日)まで
徳川昭武・慶喜兄弟と松戸 ｉ

水戸藩主斉昭の7 男に生まれた慶喜は最後の将軍に 、18男の昭武
は最後の水戸藩主になりまし た。幕末から昭武が没する明治43年ま

で、ふたりにはご ＜親しい兄弟にし か分からない心の交流があり ま
した。松戸を舞台に繰り広げられた 、両者の知られざる 維新後の暮

らし を探ります。

入館時間…午前9時30分～午後4時30分（月曜日は休館）　入場料‥･大人60円、高大学生40円、

小中学生20円（第２・４土曜日は、小中学生の観覧は無料です）

公345-8900 番

期 日 内 容

展
一示

1/ 6 ㈹～1/18 日) 「第2回公園の植物一花も実もある写真展」青柳善之助氏

ウ
オ
ッ
チ
ン
グ

1/11(1日） 午前10 時～ｎ 時30分 昆虫ウオッチング　講師…自然解説員・佐藤隆士氏

1/17 圉　午後2時～3 時 季節の見どころ歩き　講師…パークセンター職員

匝]当日パークセンターで　定員先着25人　費用無料　※雨天中止

銀
毎週水･土･ 日曜日と祝日　午前10

時～正午　午後1時～午後3時30 分

みどりの相談員による花や緑に関する相談(電話でも受

け付けます)

開館時間…午前9時～午後4時　※月曜日は休館

救急医療体制健康保険証を忘れずに

◆テレホン案内サービス

………S366-0010 番

平日・午後5 時～翌日午前9 時

休日と土曜･ 午前9 時～翌日午

前9 時

◆夜間急病診療所‥･Z5368-3756番

衛生会館内･毎日午後8 時～11時

◆休日土曜日夜間歯科診療所

………S365-3430 番

衛生会館内･午後8 時～11時

相 談 名

交 通事故

市政･一般

法律相 談

(予約制)

税 務相 談

登 記相 談

行政相 談

住 宅相 談

外国人相談

住宅ﾘ7ｫｰﾑ

労 働 相 談

松戸市の市外局番は047番です，

公368-1237 番

期 日 ・ 内 容( ☆印は有料) 開演時間 問い合わせ先

12/25W
県立松戸矢切高等学校第7回ジョイン

トコンサート
17:30 県立松戸矢切高等学校登368-4741番

1/11(1日)児童アニメ映画会　☆ 10:10 ファミリーフィルム登03-419－761番

24(土)
国立音楽大学同調会千葉県支部

第22回千葉県同調会コンサート　☆
13:30

,国立音楽大学同調会千葉県支部

公341－7671番

※月曜日は休館

期
間
東
　
西

卵
｛

を 万作１
一１

ア
ト

リ
エ

こ
た

に
絵

画
展

展丿第
4

回
日

松
会

日
本

画
サ

ー
ク

ル
展

塚
本

四
一

佐
々

岡
利

宏
絵

画
展

佐
々

岡

グ
ル
ー

プ
丹
絵

画
展

ロ
ー
ろ

う
書
道

展
坂
本

｛

万

金
居
良

閑
個
展

パ
ソ
コ

ン
で
描

く
歌
舞

伎
画
金

居

市社会教育課Q366-7462 番

登368-0070 番

期 日
-

内　 容( ☆印 は有 料) 開演時間　　　　　問い合わせ先

1/6 ピアノ発表会（ミニコン サード） 13:00 中津留絵里加　　　25345―0548番

11(日)新春カラオケ歌謡祭 12:30 中村健司　　　　　　O368-8640 番

15仞 若草会試演会 10二30岩谷真由美　　　　　公362-1991番

17 圉 第2回京葉歌謡音楽祭　☆ 13:00 渡辺浩一　　　　　　Q386-4220 番

18(日)川のコンサート　☆ 13:00 武本初子　　　　　　S342-0574 番

24(二〇 カラオケコンテスト 18:00 冨永くに子　　　　　公341-3623番

25日 ピアノ・エレクトーンの発表 13：30 高橋美智子　　　　　 登387-6894 番

30 銜 ジェラード・エランテクラリネットの世界☆19:00 谷中初江　　　　　　K343 一8358 番

※月曜日は休館

容384-8181 番

期 問 内 容

1/ 6 ㈹～31 圉

午後1 時15 分 べ8時15 分

から上映( 土･日･祝日は

午前11時からも上映)

ハイビジョン映像「シュヴ アルツヴアルト黒い森／冬物語」（上映時間

29 分）2 月は「しみわたる雪ことば／新潟県南魚沼郡」（上映時間28 分）

会場講堂　観覧無料

1/15≫べ3/1日)まで

(2/10 展示替え)

展覧展｢ 視覚の昭和1930 ～40 年代一東 京高等工芸学校のあ ゆみ(2)｣

内容1930 ～40 年代の東京高等工芸学校の教師・卒業生の活動を、その

作品の紹介を通して浮き彫りにします　主催松戸市教育委員会・剛松戸

市文化振興財団　会場企画展示室　観覧料一般400 円(320 円卜 高大学生

200 円(120円卜 小中学生120 円(60円バ) 内は20 人以上の団体料金

※常設展示観覧料とは別料金になります。

1/20～3/10 の毎週火曜

日午前10時と午後2時か

ら各2時間

体験教室「 布を織る」　内容横糸に裂いた木綿布を使う裂き織り体験

講師青木俊也（博物館学芸員）　定員各回3人（抽選）

圃電話で市立博物館「布を織る」係公384一8272番へ

1/22～4/2 の隔週木曜

日（連続6回）

午後6時30分～8時

中世の資料を読む　内容将門記の解読と解説から中世の歴史を学びます

講師中山文人（博物館学芸員）　会場市民劇場　対象全回出席できる入

定員30人（抽選）

圃1 月９日廊必着で 、往復ハガ牛ご住所・氏名・電話番号を記入して、=F

27O－22松戸市子駄堀671市立博物館「中世の資料を読む」係(Q384-

8272 番）へ

開館時間午前9㈲30分～午後５㈲（入館は午後4時30分まで）　常設展示観覧料一般300円

(240円卜高大学生150円(100円）・小中学生100円（60円八　）内は20人以上の団体料金

※毎月第２･４土曜日は小中学生の展示観覧は無料です。

休館日毎週月曜日（月曜日が祝日･ 振替休日に当たるときは開館し 、翌日休館）・毎月第∠↓金

曜日・年 末年始(12/28 ～ ソ5 ） 総合展示解説ツアー毎週土・日曜日と祝日の午後２時から

30 分間（参加者は観覧料が必要です）

お気 軽 にご 相 談 ＜ださ い １月の相談あんない

期 日　　　　 時 間

月～金曜日
午前9時～午後5時

午前8時30分～午後5時

毎週月･火･木曜日 午後1時～５時

第1 月曜日のみ 午前９時～正午

第２金曜日 午後1時～5 時

第３金曜日 午後1 時～４時30分

第２・第４月曜日 午後1 時～３時

毎週水曜日 午前10時～午後４時

第２・ 第４火曜日 午前９時～正午

第３水曜日 午前10時～午後４時

第1 ・ 第３月曜日 午後1 時～５時

相 談名 期 日 時 間 会 場

人権相談

第2～第４金曜日

午前徊 寺～午刹13時

市役所相談ｺｰﾅｰ

6㈹ 小金支所

７(水) 常盤平支所

７(水) 新松戸市民ｾﾝﾀｰ

８休） 小金原市民センター

心

配

ご

と

相

談

第2～第４金曜日

午前10n寺～午後３時

市役所相談ｺｰﾅｰ 社会福
祉協議
会６(火) 馬橋支所

6㈹ 六実支所

6㈹ 小金支所

7(水)・21(水) 常盤平支所

7(水)・21(水)
新松戸市民センター

8崇・萢木） 小金原市民ｾﾝﾀー

巡

回

年

金

相

談

6(火)

午前10時～午後３時

常盤平支所
冴1国

司

9(金) 小金支所

13(火) 小金原支所

16(金) 馬橋支所

20㈹ 六実支所

23(金) 新松戸支所

27㈹ 矢切支所

30(金) 東部支所

消費生活

相談
月～金曜日 午前９時～午後４時

消費生活センター

S365 ―6565番

育 児 相 談

(すくすくﾃﾚﾌｫﾝ)
月～金曜日 午前8時30分～午後5時

北松戸保育所

Q367-4646 番

ゆ うまつ と

こころの相髢

女性就業癡

女性 パ ー ト

労 働 相 訟

就 学 相 診

(予 約 制)

教 育 相 部

(予 約 制)

青少年 相談

第１～ 第３月曜日 午前10時～午後４時 女性センター

(相談室直通)

21363 ―0505番

第４月曜日 午後１時～7時

火･金曜日 午前10時～午後４時

6㈹ 午後1時30分～4時30分
女性センター

Q364-8778 番

月～金曜日
午前９時～正午

午後1時30分～4時30分

教 育 研 究 所

H366-7461 番

月～金曜日
午前8時30分～

午後4時30分

少年センター

H363-7867 番

見に行こう　聴いてみよう　文化施設だより

森のホール21

文化ホールギャラリー 

戸定歴史館

21世紀の森と広場パークセンタ

ー

会　 場

市民相談室
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※
金
銭
問
題
の
相
談
も
行
い
ま
す
。

住宅課

－
労 働 相 談 は 東 葛 飾 支 庁 商 工 労 政 課( 登361-4089 番) で も 行 っ て い ま す ，

E人権相談 は千葉地方法務局松戸支局(0363 ―6278番)でも行っています。

市民会

館

松戸駅市民ギャラ

リー

市民劇

場

博物館
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